
最
初
の
知

事
懇
談
会
は
、

県
庁
第
三
応

接
室
に
於
い

て
行
い
、
冒

頭
近
藤
理
事

長
が
、
「
県
労

福
協
は
、
”人

と
暮
ら
し
、

環
境
に
優
し

い
福
祉
社
会
の
実
現
“
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
構
成
団

体
間
の
福
祉
活
動
の
連
携
・
調
整
を
は
か
り
、
安
心

し
て
生
活
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
実
現
を

目
指
し
活
動
し
て
い
る
。
今
回
、
働
く
者
の
立
場
か

ら
、
県
民
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
整
備
、
県
民
生

活
の
安
定
、
労
働
者
福
祉
の
前
進
の
た
め
に
県
政
へ

の
提
言
と
し
て
と
り
ま
と
め
た
の
で
、
厳
し
い
財
政

事
情
の
中
で
の
有
効
な
予
算
執
行
に
つ
い
て
ご
苦
労

い
た
だ
く
か
と
思
う
が
、
真
摯
に
受
け
止
め
て
対
応

願
い
た
い
。」
と
県
労
福
協
を
代
表
し
て
挨
拶
を
行

っ
た
。

引
き
続
き
県
労
福
協
青
木
専
務
理
事
が
、
村
井
知

事
に
対
し
、「
労
働
者
の
置
か
れ
て
い
る
厳
し
い
現

状
と
社
会
環
境
の
変
化
に
よ
り
生
じ
て
い
る
、
多
重

債
務
対
策
、
介
護
に
関
す
る
対
策
、
医
師
不
足
対
策

等
、
早
急
に
対
応
す
べ
き
深
刻
な
課
題
が
山
積
し
て

い
る
」
と
、
今
回
の
要
請
書
の
主
旨
説
明
を
行
う
と

共
に
、
就
任
後
一
年
が
経
過
し
た
中
で
、
知
事
と
し

て
労
働
者
福
祉
の
現
状
認
識
と
具
体
的
な
施
策
に
つ

い
て
考
え
方
を
伺
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
村
井
知
事
は
、「
知
事
と
し
て
県
民
の

負
託
を
受
け
県
政
に
取
り
組
ん
で
か
ら
早
１
年
が
経

過
し
た
。
そ
の
間
、
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
確
保
、

産
業
の
活
性
化
、
計
画
的
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営

の
推
進
な
ど
、
直
面
す
る
多
く
の
課
題
に
真
正
面
か

ら
取
り
組
ん
で
き
た
。
又
、
福
祉
を
は
じ
め
と
す
る

県
行
政
を
と
り
ま
く
現
状
と
し
て
は
、
産
科
・
小
児

科
を
中
心
と
し
た
医
師
不
足
、
高
齢
化
社
会
到
来
に

よ
る
介
護
の
問
題
、
食
品
偽
装
問
題
を
始
め
と
す
る

食
の
安
全
、
ヤ
ミ
金
融
・
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
悪

質
商
法
等
の

課
題
が
あ
る

と
考
え
て
お

り
、
安
全
で

安
心
し
て
暮

ら
せ
る
環
境

を
構
築
し
て

い
く
必
要
が

あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。」

と
回
答
さ
れ

た
。

知
事
懇
談
会
の

後
の
社
会
部
長
・

関
係
各
課
交
渉
は

会
場
を
８
階
会
議

室
に
移
し
て
行
っ

た
。
県
労
福
協
近

藤
理
事
長
の
挨
拶

に
続
き
、
藤
巻
社

会
部
長
が
「
県
労

福
協
に
は
長
野
県

の
労
働
行
政
に
つ
い
て
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。
労
働

者
福
祉
に
つ
い
て
は
重
要
な
事
項
で
あ
り
、
真
摯
に

受
け
止
め
、
具
体
的
に
は
各
課
ご
と
に
検
討
い
た
し

ま
す
。」
と
述
べ
、
続
い
て
青
木
専
務
が
要
請
内
容

①
多
重
債
務
者
対
策
の
積
極
的
な
推
進
に
つ
い
て
②

介
護
に
関
す
る
対
策
に
つ
い
て
、
③
医
療
の
安
心
・

安
全
対
策
に
つ
い
て
、
④
中
小
企
業
勤
労
者
等
の
福

祉
の
向
上
に
つ
い
て
、
⑤
食
品
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
、
⑥
消
費
者
行
政
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
、
⑦
Ｎ

Ｐ
Ｏ
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
記
載
に
沿
っ
て
具
体
的

に
説
明
を
行
っ
た
後
、
要
請
事
項
に
関
し
て
該
当
各

部
ご
と
の
具
体
的
回
答
・
質
疑
に
は
い
っ
た
。

な
お
、
要
請
事
項
に
対
す
る
回
答
は
、
正
式
に
は

後
日
書
面
に
て
開
示
さ
れ
る
が
、
社
会
部
・
生
活
環

境
部
・
衛
生
部
ほ
か
複
数
の
部
局
に
関
わ
る
事
項
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
各
部
局
が
連
携
し
て
対
応
す
る

こ
と
が
そ
の
場
で
確
認
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
県
労
福
協
に
よ
る
県
政
要
請
は
、
従

来
か
ら
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、
一
昨
年
ま
で
は
社
会

部
等
の
部
課
長
折
衝
が
中
心
で
、
昨
年
か
ら
県
知
事

と
直
に
懇
談
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
労
働
者
福
祉
行

政
前
進
の
た
め
に
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
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県
労
福
協
に
よ
る
平
成
19
年
度
県
政
要
請
が
11
月
８
日
に
県
庁
知
事
室
に
於
い
て
実
施
さ
れ
、
県
労
福
協

と
し
て
ま
と
め
た
多
重
債
務
者
対
策
、
介
護
に
関
す
る
対
策
、
医
師
不
足
対
策
等
８
項
目
を
要
請
し
た
。
今

回
も
昨
年
と
同
様
に
知
事
懇
談
会
と
関
係
部
局
交
渉
の
２
段
階
形
式
を
と
り
、
会
場
を
変
え
て
行
っ
た
。

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

策策
施施
祉
施
祉祉
福
祉
福
者
福
者
働
者
働
者
働
労
働
労
働
労労労労
働
者
福
祉
施
策策
をををををを
県県
ににに

請
！
請請
要要要
請
！

労
働
者
福
祉
施
策
を
県
に
要
請
！

労
働
者
福
祉
施
策
を
県
に
要
請
！

知事と懇談する県労福協役員

知事に要請書を手渡す近藤会長

ほっとダイヤルチラシを見る村井知事
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知
事
と
し
て
一
年
が
経
過
し
た
中
で
、
労
働
者

福
祉
の
現
状
認
識
と
具
体
的
な
施
策
を
お
聞
か
せ

い
た
だ
き
た
い
。

長
野
県
で
は
全
国
に
先
駆
け
て
「
長
野
県
多
重

債
務
者
対
策
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
が
、

形
だ
け
で
は
な
く
、
実
質
的
に
有
効
な
も
の
と
す

る
た
め
の
施
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

①
今
後
関
係
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連
携

し
、
そ
の
関
係
者
か
ら
の
意
見
を
反
映
さ
れ

た
い
。

②
長
野
市
に
お
い
て
、「
多
重
債
務
対
策
相
談

室
」
が
設
置
さ
れ
た
が
、
県
内
の
中
核
と
な

る
市
に
お
い
て
も
同
様
の
窓
口
が
設
置
さ
れ

る
よ
う
、
長

野
県
と
し
て

指
導
強
化
願

い
た
い
。

③
「
生
活
保

護
」
に
つ
い

て
、
生
活
保

護
費
の
年
間

枠
が
あ
り
、

本
来
受
け
ら

れ
る
生
活
保

護
が
受
け
ら

れ
な
い
よ
う

な
事
態
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
、
県
と
し
て

生
活
保
護
の
本
来
の
あ
り
方
を
検
証
し
、
併

せ
て
現
場
の
福
祉
担
当
者
へ
の
指
導
を
徹
底

さ
れ
た
い
。

④
多
重
債
務
防
止
や
悪
質
商
法
に
関
す
る
啓
発

は
、
高
等
学
校
、
短
大
及
び
大
学
に
お
け
る

消
費
者
教
育
が
重
要
で
あ
り
、
今
後
教
育
機

関
で
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
指
導
が
行
わ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

⑤
新
社
会
人
に
対
す
る
消
費
者
教
育
の
充
実
に

つ
い
て
も
、
地
域
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が

中
心
に
な
り
、
取
り
組
み
を
強
化
さ
れ
た
い
。

⑥
「
多
重
債
務
者
支
援
ロ
ー
ン
」
利
用
者
の
う

ち
借
入
目
的
が
生
活
資
金
・
住
宅
資
金
で
あ

り
、
か
つ
資
金
使
途
が
明
確
な
も
の
に
限
り

支
払
利
息
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
新
設

さ
れ
た
い
。

介
護
現
場
に
起
き
て
い
る
問
題
に
対
す
る
施
策

を
講
じ
ら
れ
た
い
。

①
介
護
保
険
制
度
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
状

況
を
把
握
し
て
い
る
事
業
者
の
判
断
を
十
分

に
尊
重
す
る
よ
う
に
指
導
さ
れ
た
い
。

②
介
護
従
事
者
の
人
材
の
不
足
・
離
反
の
現
状

を
把
握
さ
れ
、
労
働
環
境
・
待
遇
の
改
善
が

可
能
な
制
度
に
む
け
て
働
き
か
け
を
さ
れ
た

い
。

③
県
が
進
め
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
制

度
に
つ
い
て
は
、
調
査
・
公
表
す
る
情
報
の

内
容
や
経
費
の
事
業
所
負
担
に
つ
い
て
再
検

討
さ
れ
た
い
。

(1)
県
民
が
安
心
し
て
医
療
に
か
か
れ
る
体
制
の
整

備
・
拡
充
を

さ
れ
た
い
。

(2)
産
科
や
小

児
科
な
ど
の

特
定
の
科
を

地
域
で
集
約

化
・
重
点
化

す
る
こ
と

は
、
医
師
不

足
解
消
ま
で

の
緊
急
避
難

的
措
置
と
し

て
と
ど
め
、
こ
れ
以
上
の
医
療
格
差
が
生
じ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

(3)
医
師
不
足
改
善
の
た
め
の
緊
急
対
策
の
さ
ら
な

る
強
化
と
医
師
の
過
酷
な
労
働
実
態
を
改
善
す

る
な
ど
、
医
師
の
確
保
に
有
効
な
対
策
を
講
じ

ら
れ
た
い
。

(4)

看
護
師
不
足
の
解
消
の
た
め
の
対
策
を
強
化

さ
れ
た
い
。

①
慢
性
的
な
看
護
師
不
足
の
実
態
把
握
と
、
離

職
防
止
と
再
就
労
の
た
め
の
施
策
を
強
化
さ

れ
た
い
。

②
「
育
児
支
援
ロ
ー
ン
」
の
支
払
い
利
息
の
一

部
を
補
助
す
る
制
度
を
新
設
さ
れ
た
い
。

③
看
護
職
員
を
大
幅
に
増
や
す
た
め
の
施
策
を

強
化
さ
れ
た
い
。

(5)
教
育
ロ
ー
ン
利
用
者
の
対
象
学
生
が
医
師
ま
た

は
看
護
師
と
し
て
長
野
県
内
に
就
職
し
た
場

合
、
支
払

利
息
の
全
額
を
補
助
す
る
制
度
の

新
設
を
さ
れ
た
い
。

中
小
企
業
勤
労
者
等
の
福
祉
の
向
上
に
つ
い
て

施
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

①
勤
労
者
互
助
会
・
共
済
会
、
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
抜
本
的
見
直
し
と

自
立
化
・
広
域
化
促
進
の
た
め
、
各
地
区
の

労
政
事
務
所
を
通
じ
て
指
導
さ
れ
た
い
。

②
市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
、
会
員
の
拡
大
を

行
う
た
め
の
担
当
者
の
配
置
が
行
え
る
よ
う

人
的
、
財
政
的
補
助
の
検
討
を
願
い
た
い
。

食
品
の
安
全
対
策
を
強
化
さ
れ
た
い
。

①
輸
入
食
品
の
添
加
物
や
残
留
農
薬
に
関
し
、

国
に
対
し
て
検
査
の
一
層
の
充
実
を
求
め
る

と
と
も
に
、
県
が
食
品
監
視
指
導
計
画
に
基

づ
い
て
現
在
行
っ
て
い
る
県
独
自
の
輸
入
食

品
に
対
す
る
監
視
指
導
を
さ
ら
に
強
化
願
い

た
い
。

②
20
ヵ
月
齢
以
下
の
牛
を
B
S
E
検
査
対
象
か

ら
除
外
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
長
野
県
に
お

い
て
は
引
き
続
き
全
頭
検
査
を
実
施
さ
れ
た

い
。

③
食
中
毒
を
予
防
す
る
た
め
の
事
業
所
の
監
視

指
導
を
行
う
保
健
所
の
食
品
監
視
員
の
増
員

を
は
か
ら
れ
た
い
。

④
土
産
物
の
製
造
者
、
販
売
者
に
対
し
て
、
品

質
管
理
や
適
正
表
示
を
徹
底
す
る
よ
う
指
導

と
検
査
を
強
化
さ
れ
た
い
。

⑤
長
野
県
に
お
い
て
も
「
食
品
安
全
基
本
条
例

(

仮
称)

」
を
制
定
さ
れ
た
い
。

⑥
県
民
の
食
の
安
全
に
関
す
る
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
ス
ク
分
析
の
場
の
設
置

を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
消
費
者
代
表
も
参

加
し
た
「
食
品
安
全
審
議
会
（
仮
称
）」
の

設
置
を
さ
れ
た
い
。

労
働
者
福
祉
と
安
心
・
安
全

の
県
民
生
活
の
向
上
に
関
す

る
要
請
要
旨

１．

労
働
者
福
祉
の
積
極
的
な
推
進
に
つ
い
て

２．

多
重
債
務
者
対
策
の
積
極
的
な
推
進

に
つ
い
て

３．

介
護
に
関
す
る
対
策
に
つ
い
て

４．

医
療
の
安
心
・
安
全
対
策
に
つ
い
て

５．

中
小
企
業
勤
労
者
等
の
福
祉
の
向
上

に
つ
い
て

６．

食
品
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

知事交渉風景

関係部局交渉風景
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第
２
回
長
野
県
多
重
債
務
者
対
策
協
議
会
が
10
月

24
日
、
長
野
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
に
は
県
労
福
協
、
県
弁
護

士
会
、
県
司
法
書
士
会
、
労
働
金
庫
を
は
じ
め
25
の

団
体
・
機
関
が
関
わ
り
、
長
野
県
と
き
め
細
か
な
連

携
を
保
ち
な
が
ら
多
重
債
務
者
の
救
済
活
動
を
進
め

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
各
団
体
ご
と
に
、
日
常
の
取
り
組
み
状

況
を
報
告
し
、
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
又
、
全
国

一
斉
多
重
債
務
者
相
談
ウ
ィ
ー
ク
「
多
重
債
務
者
無

料
相
談
会
」
の
長
野
県
と
し
て
の
開
催
内
容
の
説
明

を
聞
き
、
広
報
宣
伝
を
含
め
て
、
各
団
体
が
積
極
的

に
相
談
日
へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

◆
日
　
　
時

平
成
19
年
12
月
12
日
（
水
）
10
時
〜
17
時

◆
方
　
　
法

（
１
）
面
接
相
談

県
下
５
会
場
に
お
い
て
弁
護
士
・
司
法
書
士
又

は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
員
が
多
重
債
務
に
関

す
る
相
談
を
受
け
る
。

①
会
　
場
／
長
野
・
松
本
・
上
田
・
岡
谷
・
飯

田
の
各
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

②
方

法
／
※
面
接
に
よ
る
相
談
は
、
事
前
に

予
約
を
受
け
る
。（
12
月
11
日(

火)

17
時
ま
で
）
生
活
文
化
課
へ
。

（
電
話
）
０
２
６
―
２
３
５
―

７
１
７
２

※
予
約
優
先
で
す
が
、
予
約
が
な

く
て
も
相
談
は
う
け
ま
す
。

③
必
要
書
類
等

／
借
入
・
返
済
状
況
が
わ
か
る
預
金

通
帳
、
振
込
み
明
細
書
等
。

（
２
）
電
話
相
談

県
下
５
会
場
に
お
い
て
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
相

談
員
が
多
重
債
務
に
関
す
る
相
談
を
受
け
る
。

①
会
　
場
／
長
野
・
松
本
・
上
田
・
岡
谷
・
飯

田
の
各
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

②
方
　
法
／
※
予
約
は
不
要
。

消
費
生
活
条
例(

仮
称)

は
実
効
性
の
あ
る
条
例

と
な
る
よ
う
内
容
の
充
実
を
は
か
ら
れ
た
い
。

①
町
村
部
で
の
高
齢
者
の
被
害
防
止
の
た
め
の

相
談
体
制
の
充
実
支
援
や
適
切
な
情
報
提

供
な
ど
、
市
町
村
の
消
費
者
行
政
へ
の
支

援
強
化
を
は
か
ら
れ
た
い
。

②
原
油
価
格
の
高
騰
に
便
乗
し
た
値
上
げ
が
行

わ
れ
な
い
よ
う
に
、
国
や
関
係
業
界
へ
働

き
か
け
る
と
と
も
に
、
県
独
自
の
価
格
監

視
活
動
を
強
化
さ
れ
た
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
に
対
す
る
融
資
を
行
っ
て
い
る

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
夢
バ
ン
ク
」
の
果
た
す
役
割
は
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
現
行
の
１，

０
０
０
万
円
（
無

利
子
・
融
資
日
平
成
16
年
８
月
・
期
間
５
年
間
）

の
融
資
に
つ
い
て
期
間
延
長
を
さ
れ
た
い
。

「
虹
の
フ
ェ
ス
タ
in
安
曇
野
」
は
、
県
生

協
連
の
会
員
生
協
組
合
員
が
実
行
委
員
と
な

っ
て
運
営
し
、
今
年
は
安
曇
野
市
で
「
食
」

「
健
康
」「
環
境
」「
平
和
」
と
い
っ
た
４
つ
の

テ
ー
マ
の
様
々
な
企
画
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

栄
養
士
に
よ
る
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
相

談
会
、
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
の
実
演
、
無
料
健

康
チ
ェ
ッ
ク
、
焼
き
そ
ば
・
い
な
り
寿
司
・

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
試
食
・
試
飲
、
餅
つ
き
大

会
、
使
わ
な
く
な
っ
た
お
も
ち
ゃ
の
交
換
会
、

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
カ
フ
ェ
な
ど
、
多
く
の
コ

ー
ナ
ー
に
人
だ
か
り
が
で
き
大
盛
況
で
し
た
。

大
ホ
ー
ル
会
場
で
は
、
関
東
農
政
局
長
野

農
政
事
務
所
を
は
じ
め
、
安
曇
野
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
５
つ
の
共
同
作
業
所
や
諸
団
体

等
が
ブ
ー
ス
出
展
で
協
力
し
ま
し
た
。
長
野

県
労
福
協
も
、
大
北
地
区
労
福
協
と
共
に
県

労
使
就
職
支
援
機
構
、
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

と
並
ん
で
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、「
く
ら
し
な
ん

で
も
相
談
・
無
料
職
業
紹
介
」「
ミ
ニ
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
体
験
実
習
」
を
開
設
し
て
相
談
や
実

習
に
応
じ
ま
し
た
。

長
野
県
生
協
連
で
は
、
虹
の
フ
ェ
ス
タ
を

通
じ
て
行
政
や
地
域
の
諸
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
な
ど
と
協
同
し
た
取
り
組
み
を
す
る
こ
と

が
で
き
、
生
協
や
諸
団
体
そ
れ
ぞ
れ
の
枠
を

超
え
た
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

【
県
下
一
斉
・
多
重
債
務
者
無
料
相
談
会
】

親子づれの参加者

「
く
ら
し

「
く
ら
し

イ
キ
イ
キ

イ
キ
イ
キ

み
ん
な
の
笑
顔
」

み
ん
な
の
笑
顔
」

「
く
ら
し  

イ
キ
イ
キ 

み
ん
な
の
笑
顔
」

「
く
ら
し  

イ
キ
イ
キ 

み
ん
な
の
笑
顔
」

県
生
協
連
主
催
の「
虹
の
フ
ェ
ス
タ

県
生
協
連
主
催
の「
虹
の
フ
ェ
ス
タ
nin
安
曇
野
」

安
曇
野
」

に
県
労
福
協
も
参
加
し
ま
し
た

に
県
労
福
協
も
参
加
し
ま
し
た

県
生
協
連
主
催
の「
虹
の
フ
ェ
ス
タ
in
安
曇
野
」

　
　
　
　
　
　
　
　

に
県
労
福
協
も
参
加
し
ま
し
た

県
生
協
連
主
催
の「
虹
の
フ
ェ
ス
タ
in
安
曇
野
」

　
　
　
　
　
　
　
　

に
県
労
福
協
も
参
加
し
ま
し
た

回回
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２
回
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第第

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
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会
開
催催

会
開
催

会会
開開
会会会会会会会会会会会

協
議

策
協
策
協
策策策
対
策
対
策
対対対対対対対対対対対
者
対
者者者
対対
者
対
者者者者者者者者者者
務
者
務
者
務
者者
務
者
務務務務務務務
債
務
債債債債債債債債
重
債
重重重重重重
多
重
多多多
重
多多多
県
多多多多多多多
県
多
県
多
県
野
県
野野野
県県県
野野
長
野
長長長長長長長長長長長長長長長

対
策
協
議
会
開
催

長
野
県
多
重
債
務
者
対

協協協協協協協協協協協協協協協
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開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催
開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催

協

務務務務務務務務務務務務務務務
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
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策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策
協協協協協協協協協協協協
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策
協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協

務

多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多
重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重
債債債債債債債債債債債債債債債債債債債債債債債債債債債債債債
務務務務務務務務務務務務務務
債債債債債債債債債債債債債債債債債債債債
務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務

長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長
野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野
県県県県県県県県県県県県県
野野野野野野
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

催

第
２
回
長
野
県
多
重
債
務
者
対
策
協
議
会
開
催

第
２
回
長
野
県
多
重
債
務
者
対
策
協
議
会
開
催

７．

消
費
者
行
政
の
充
実
強
化
に
つ
い
て

８．

Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
支
援
に
つ
い
て

10
月
14
日
（
日
）、
安
曇
野
ス
イ
ス

村
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
に
お
い
て
、
長
野
県

生
協
連
主
催
の
「
虹
の
フ
ェ
ス
タ
in
安

曇
野
」
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
県
民
が

参
加
し
ま
し
た
。

長
野
県
労
福
協
も
大
北
地
区
労
福
協

と
と
も
に
ブ
ー
ス
を
設
け
て
出
展
し
ま

し
た
。



開催

き
ん
ろ
う

  

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

き
ん
ろ
う

  

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

き
ん
ろ
う

  

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
０
７
き
ん
ろ
う
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
11
月
23
日
、
長
野
市
の
城
山

公
園
で
開
か
れ
、
約
１
万
人
の
市
民
が
来
場
し
ま
し
た
。
こ
の
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
は
、
県
労
組
会
議
や
県
労
福
協
、
市
民
団
体
な
ど
で
つ
く
る
実
行

委
員
会
が
毎
年
開
い
て
い
る
も
の
で
21
回
目
と
な
り
ま
す
。

今
年
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、「
働
く
こ
と
の
意
味
を
考
え
よ
う
」
を

テ
ー
マ
に
、
Ｊ
Ｒ
に
不
採
用
と
な
っ
た
北
海
道
の
国
労
組
合
員
の
訴
え
や
、

「
労
使
就
職
支
援
機
構
・
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
信
州
」
の
若
い
勤
労
者
が
「
就
労

実
体
験
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
事
業
の
一
環
と
し
て
、
リ
ン
ゴ
を
販
売
す
る
な
ど

の
企
画
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
子
供
た
ち
に
大
人
気
の
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ミ
ニ
シ
ョ
ー

や
白
鳥
バ
レ
エ
学
園
の
ダ
ン
ス
、
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
の
演
奏
な
ど
で
お
祭
り

の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
バ
ザ
ー
用
品
の
販
売
や
農

業
問
題
を
訴
え
る
パ
ネ
ル
展
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の
試
乗
、
ま
た
、
沖
縄
そ
ば
や

き
の
こ
汁
な
ど
が
特
価
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
特
等
で
任
天
堂
の

ゲ
ー
ム
機
Ｗ
ｉ
ｉ
が
当
た
る
抽
選
会
に
は
約
３
百
人
が
行
列
を
つ
く
り
ま

し
た
。

県
労
福
協
は
、
風
船
や
事
業
団
体
の
チ
ラ
シ
を
配
布
、
何
で
も
相
談
コ

ー
ナ
ー
を
開
き
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
さ
く
ら
の
会
の
メ
ン
バ
ー
と
一

緒
に
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
を
企

画
し
、
格
安
で
洋
服
な
ど
を
販

売
し
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
代
表
の
高
橋
博

久
さ
ん
（
県
労
組
会
議
議
長
）

は
、「
こ
の
お
祭
り
を
通
し
て
、

来
場
者
に
は
労
働
の
尊
さ
や
社

会
問
題
に
つ
い
て
少
し
で
も
考

え
て
も
ら
え
た
と
思
う
。
地
域

に
定
着
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

来
年
以
降
は
さ
ら
に
企
画
内
容

を
充
実
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
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地
域
勤
労
者
の
福
祉
向
上
、
会
員—

地
域
相
互
の
交
流
、

社
会
と
の
つ
な
が
り
を
第
一
義
と
し
な
が
ら
、
労
福
協
運

動
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
上
伊
那
地
区

労
働
者
福
祉
協
議
会
は
11
月
18
日
（
日
）
南
箕
輪
村
大

芝
公
園
に
お
い
て
、
恒
例
の
「
労
福
協
ま
つ
り
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

豪
雨
災
害
の
た
め
中
止
を
決
断
し
た
昨
年
か
ら
１
年

半
、
構
想
を
暖
め
練
り
続
け
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
各
構

成
単
組
・
団
体
よ
り
30
の
模
擬
店
、
地
域
業
者
･
Ｎ
Ｐ

Ｏ
･
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
か
ら
の
ふ
れ
愛
ブ
ー
ス
、

県
内
各
地
よ
り
登
録
を
い
た
だ
い
た
20
組
を
超
え
る
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、
延
べ
１
６
０
名
の
大
部
隊
が
結
集
。

強
い
寒
気
の
影
響
で
冬
の
到
来
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
天
候

と
な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
ご
来
場
者
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
、“
ふ
れ
あ
い
の
大
切
さ
”
を
実
感
し
な
が
ら
、
相

互
の
交
流
･
活
動
Ｐ
Ｒ
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
一
人
ひ
と
り
が
“
豊
か
に
生
き
る
”
こ
と
を
追

求
し
、
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

積
み
重
ね
を
「
地
道
な
啓
蒙
活
動
」
と
位
置
付
け
な
が
ら
、

職
場
の
…
地

域
の
…
社
会

の
…
福
祉
運

動
浸
透
に
向

け
た
起
爆
剤

に
な
れ
ば
と

念
じ
て
い
ま

す
。さ

ぁ
来
年

は
、
あ
な
た

も
私
た
ち
と

一
緒
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送

っ
て
み
ま
せ

ん
か
？

勤
労
者
体
育
大
会

勤
労
者
体
育
大
会

勤
労
者
体
育
大
会

す
べ
て
終
了

す
べ
て
終
了

長
野
県
勤
労
者
体
育
大
会
は
、
九
月
十
五
日
に
は
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
テ
ニ
ス
が
行
わ
れ
、
十
月
二
十
一

日
の
野
球
を
最
後
に
す
べ
て
の
競
技
が
終
了
し
ま
し
た
。

野
球
以
外
の
試
合
結
果
は
、
前
号
で
ご
報
告
し
ま
し
た
の
で
、

今
回
は
野
球
の
結
果
の
み
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

１ 

新
光
電
気
労
組

4 0 5 1

1 0

0 7

2 0 2 3

0 2

0 41 1

2

優勝

（ジャンケン）

（ジャンケン） 2

8 6

２ 

石
川
島
芝
浦
機
械
労
組

３ 

山
洋
電
気
労
組
上
田
支
部

４ 

飯
田
市
職
員
労
組

５ 

都
筑
制
作
所
労
組

６ 

Ｊ
Ａ
中
野
市

７ 

Ｔ
Ｄ
Ｋ
労
組
浅
間
支
部

８ 

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
労
組
諏
訪
南
支
部

９ 

日
本
発
条
労
組
伊
那
支
部

10 

大
日
本
法
令
印
刷
労
組

11 

日
信
工
業
労
組

12 
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
労
組
広
丘
支
部

野球の部【試合結果】 優　勝　飯田市職員労組
準優勝　セイコーエプソン労組広丘支部
第三位　新光電気労組
　〃　　日本発条労組伊那支部

上
伊
那

 

労
福
協
ま
つ
り
開
催

上
伊
那

 

労
福
協
ま
つ
り
開
催

くらしなんでも相談コーナー

風船をもらう親子連れ



【
事
例
①
】

車
の
買
い
替
え
で
60
万
円
の
ロ
ー
ン
を
組
み
た

い
。
実
は
５
年
前
、
サ
ラ
金
７
社
・
約
４
０
０
万

円
の
借
入
金
が
返
済
で
き
ず
自
己
破
産
し
た
。
こ

の
こ
と
が
信
用
情
報
に
載
っ
て
い
れ
ば
、
ロ
ー
ン

が
組
め
な
い
の
で
は
な
い
か
。
何
年
経
て
ば
信
用

情
報
は
消
え
る
の
か
。

以
前
、
自
宅
に
「
簡
単
、
融
資
し
ま
す
…
」
と

い
う
内
容
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
（
Ｄ
Ｍ
）
が
来

た
が
、
そ
こ
な
ら
貸
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。

サ
ラ
金
に
限
ら
ず
自
己
破
産
す
る
と
官
報
に
掲
載

さ
れ
る
。
そ
の
情
報
は
各
信
用
情
報
機
関
で
も
「
官

報
掲
載
情
報
」
と
し
て
管
理
さ
れ
、
７
年
間
は
保
有

さ
れ
る
。
現
状
で
は
、
自
己
破
産
し
た
場
合
７
年
間

は
新
た
な
借
入
れ
は
何
処
の
金
融
機
関
で
も
難
し

い
。
Ｄ
Ｍ
は
違
法
な
ヤ
ミ
金
融
業
者
か
ら
の
も
の
と

思
わ
れ
る
。
決
し
て
電
話
な
ど
し
な
い
こ
と
。
車
の

買
い
替
え
を
後
２
年
我
慢
し
た
ら
ど
う
か
。

な
お
、
信
用
情
報
は
本
人
が
「
信
用
情
報
開
示
申

請
」
を
行
い
、
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

何
処
か
ら
ど
の
位
借
り
て
い
る
か
、
何
時
、
幾

ら
借
り
て
、
幾
ら
返
し
て
、
金
利
は
ど
の
位
払
っ

た
か
な
ど
の
「
借
入
履
歴
」
を
含
む
「
個
人
信
用

情
報
」
を
取
れ
ば
、
そ
の
人
の
置
か
れ
て
い
る
正

確
な
状
況
は
一
目
瞭
然
。

「
信
用
情
報
開
示
申
込
書
」
は
、
本
人
が
申
請
し
、
窓
口

に
行
け
ば
当
日
、
郵
送
の
場
合
は
約
２
週
間
後
に
、「
本
人
限

定
受
取
郵
便
（
特
例
型
）」
で
受
取
れ
る
。
な
お
、
法
定
代
理

人
や
、
弁
護
士
な
ど
任
意
代
理
人
も
申
請
は
可
能
（
任
意
代

理
人
の
場
合
、
書
面
の
受
領
は
本
人
限
定
受
取
）。

●
サ
ラ
金
の
履
歴
は
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
（
ジ
ッ
ク
）
／

(

株)

日
本
情
報
セ
ン
タ
ー
」
へ
。
℡
０
１
２
０
―

４
４
１
―

４
８
１

●
銀
行
系
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
信
販
・
流
通
系
キ
ャ

ッ
シ
ン
グ
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
履
歴
は
「(

株)

Ｃ
Ｉ
Ｃ
／
開
示
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
℡
０
１
２
０
―

８
１
０
―

４
１
４
、
又
は
「
首
都
圏
開
示
相
談
室
」

℡
０
３
―

５
３
２
６
―

８
９
２
１
へ
。

●
銀
行
ロ
ー
ン
や
銀
行
系
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
履
歴

は
「
全
国
銀
行
個
人
信
用
情
報
セ
ン
タ
ー
」
へ
。

℡
０
１
２
０
―

５
４
０
―

５
５
８
、
携
帯
は
０
３
―

３
２
１
４
―

５
０
２
０

多
重
債
務
者
救
済
の
た
め
に
も
、
ま
ず
正
確

な
状
況
把
握
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
借
金
の

90
％
以
上
は
補
足
可
能
と
思
わ
れ
る
。

【
事
例
②
】

突
然
「
息
子
（
長
男
）
に
貸
し
た
金
を
返
せ
」

と
電
話
が
来
た
。
長
男
は
３
年
前
、
サ
ラ
金
の
借

金
が
も
と
で
自
己
破
産
し
て
い
る
。
今
は
立
ち
直

っ
て
夫
婦
と
子
供
の
四
人
家
族
で
地
道
に
暮
ら
し

て
い
る
は
ず
な
の
に
、
ま
た
借
り
た
の
か
と
愕
然

と
し
て
直
ぐ
に
長
男
に
電
話
し
た
。
「
金
利
も
ち

ゃ
ん
と
払
っ
た
の
だ
か
ら
借
金
は
も
う
な
い
。
二

度
と
借
り
な
い
か
ら
心
配
し
な
い
で
」
と
言
わ
れ

た
が
、
本
当
に
借
り
て
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

長
男
の
話
で
は
、
突
然
、
携
帯
に
「
２
万
円
貸

し
ま
す
」
と
メ
ー
ル
が
来
て
、
２
万
円
な
ら
返
せ

る
か
ら
と
思
い
ち
ょ
っ
と
借
り
て
期
日
迄
に
返
し

た
ら
、
今
度
は
倍
の
「
４
万
円
貸
し
ま
す
」
と
メ

ー
ル
が
来
た
。
４
万
円
を
借
り
て
ま
た
返
し
た
ら
、

更
に
「
手
数
料
４
万
円
払
え
」
と
言
わ
れ
、
冗
談

じ
ゃ
な
い
と
拒
否
し
た
と
い
う
。
自
己
破
産
し
た

た
め
も
う
サ
ラ
金
か
ら
借
り
ら
れ
な
い
こ
と
を
知

っ
て
い
て
押
し
付
け
貸
し
す
る
ヤ
ミ
金
融
だ
と
い

う
。
ま
た
電
話
が
来
た
ら
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、

恐
ろ
し
い
。

ヤ
ミ
金
融
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
犯
罪
行

為
。
違
法
な
行
為
に
よ
り
貸
出
し
た
も
の
に
対
し
て
、

返
還
を
請
求
す
る
権
利
は
な
い
。
本
来
は
借
り
た
分

も
返
済
の
必
要
は
な
い
。
既
に
支
払
っ
た
も
の
が
あ

れ
ば
返
還
請
求
も
出
来
る
が
、
０
９
０
ヤ
ミ
金
融
業

者
は
所
在
不
明
で
請
求
は
難
し
い
。
脅
し
は
、
専
門

の
弁
護
士
な
ど
に
依
頼
す
る
こ
と
で
無
く
な
る
。
ま

た
サ
ラ
金
か
ら
借
り
た
こ
と
が
原
因
で
心
配
な
ら
、、

長
男
に
「
信
用
情
報
開
示
請
求
」
を
す
る
よ
う
勧
め
、

履
歴
を
取
寄
せ
て
確
認
で
き
る
。

ヤ
ミ
金
融
救
済
セ
ン
タ
ー
と
弁
護
士
を
紹
介
。

ヤ
ミ
金
融
と
は
出
資
法
上
限
金
利
（
29
・
２
％

以
内
）
を
超
え
て
高
利
で
貸
出
す
違
法
業
者
を
指

す
が
、
各
都
道
府
県
の
貸
金
業
登
録
認
可
を
受
け

た
業
者
と
無
登
録
業
者
が
あ
る
。

自
己
破
産
者
や
多
重
債
務
者
の
名
簿
を
手
に
入

れ
、
電
話
や
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
（
Ｄ
Ｍ
）
で
近
寄
っ
て
く

る
が
、
決
し
て
安
易
に
口
座
番
号
や
家
族
情
報
な
ど
教
え
な

い
こ
と
。
大
切
な
個
人
情
報
の
流
失
で
思
わ
ぬ
災
難
に
遭
う

こ
と
に
も
な
る
。

特
に
、
電
話
番
号
以
外
連
絡
先
や
所
在
が
掴
め
な
い
「
０

９
０
金
融
」
は
、
貸
出
金
額
が
１
〜
５
万
円
と
少
額
な
た
め

「
短
期
小
口
業
者
」
と
も
い
わ
れ
る
が
、
要
注
意
。

●
民
法
90
条
（
公
序
良
俗
違
反
）
公
の
秩
序
は
善
良
の
風

俗
に
反
す
る
事
項
を
目
的
と
す
る
法
律
行
為
は
無
効
と
す
る
。

●
民
法
７
０
８
条
（
不
法
原
因
給
付
）
不
法
の
原
因
の
た
め

給
付
を
な
し
た
る
者
は
、
そ
の
給
付
し
た
る
も
の
の
返
還
を

請
求
す
る
こ
と
を
得
ず
。
と
あ
り
、「
ヤ
ミ
金
融
業
者
と
の
契

約
は
契
約
そ
の
も
の
が
成
立
せ
ず
、
元
金
（
借
り
た
金
）
を

含
め
一
切
払
う
必
要
は
無
い
。
ま
た
、
ヤ
ミ
金
融
業
者
に
は

請
求
す
る
権
利
は
無
い
。」
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
15
年
の
「
ヤ
ミ
金
対
策
法
」
の
施
行
で
罰
則
が
強
化

さ
れ
、
出
資
法
第
５
条
（
高
金
利
の
罰
則
）
第
２
項
及
び
第

３
項
や
第
８
条
（
そ
の
他
の
罰
則
）
に
よ
り
、「
貸
金
業
者
が
、

上
限
金
利
の
29
・
２
％
を
超
え
る
支
払
を
要
求
す
る
だ
け
で
、

５
年
以
下
の
懲
役
又
は
１，
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
（
併
科

も
可
）（
法
人
の
場
合
は
３，
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
）。
更

に
超
高
金
利
の
年
１
０
９
・
５
％
を
超
え
る
場
合
は
、
10
年

以
下
の
懲
役
又
は
３，
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
（
併
科
も
可
）

（
法
人
の
場
合
は
１
億
円
以
下
の
罰
金
）」
が
処
さ
れ
る
。
ヤ

ミ
金
に
限
ら
ず
、
本
人
以
外
の
家
族
な
ど
に
返
済
の
請
求
を

す
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
が
違
法
行
為
。
む
や
み
に
恐
れ
ず
、

警
察
に
電
話
し
被
害
届
を
出
す
な
ど
毅
然
と
対
処
す
る
こ
と

が
大
事
で
す
。

借
金
の
整
理
が
つ
く
と
肩
の
荷
が
お
り
た
気
が

し
て
ほ
っ
と
し
、
こ
れ
で
ひ
と
安
心
と
思
い
が
ち

で
す
が
、
実
は
そ
の
後
の
ケ
ア
が
一
番
大
切
な
の

で
す
。
家
族
の
温
か
い
見
守
り
が
必
要
で
す
。
家

計
簿
を
付
け
、
定
期
的
に
一
緒
に
家
計
チ
ェ
ッ
ク

を
し
、
健
全
な
生
活
習
慣
が
身
に
付
く
ま
で
根
気

よ
く
、
注
意
深
く
、
温
か
く
、
見
守
っ
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

サ
ラ
金
や
ヤ
ミ
金
融
か
ら
の
誘
惑
に
打
ち
勝
つ

た
め
に
は
、
身
近
な

人
の
協
力
が
不
可
欠

で
す
。

そ
し
て
、
困
っ
た

と
き
は
、
く
ら
し
・

な
ん
で
も
相
談
ほ
っ

と
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利

用
下
さ
い
。

℡
０
１
２
０
―

３
９
―

６
０
２
９
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も
し
あ
な
た
な
ら
ど
う
し
ま
す
？
違
法
な
ヤ
ミ
金
融
が
あ
な
た
の
身
近
な
所
に

ま
で
手
を
伸
ば
し
て
来
て
い
ま
す
。
今
号
も
、
平
日
相
談
と
し
て
相
談
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
対
処
し
た
事
例
を
紹
介
し
ま
す

明
る
く
健
康
的
な
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
健
全
・
安
心
と
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ

て
し
ま
っ
た
サ
ラ
金
か
ら
の
安
易
な
借
入
れ
。
少
し
く
ら
い
大
丈
夫
の
繰
返
し
の

結
果
の
自
己
破
産
、
気
が
つ
く
と
縁
が
な
い
と
思
っ
て
い
た
ヤ
ミ
金
融
業
者
か
ら

の
甘
い
融
資
の
誘
惑
が
…
。
ヤ
ミ
金
融
の
手
口
と
そ
の
対
処
方
法
を
考
え
ま
す
。

「
ヤ
ミ
金
融
」

「
ヤ
ミ
金
融
」

シリーズ
No.10
シリーズ
No.10

く
ら
し
・
な
ん
で
も
相
談

く
ら
し
・
な
ん
で
も
相
談

「
信
用
情
報
開
示
請
求
」

サ
ラ
金
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
等
の

履
歴
・
信
用
情
報
開
示
の
申
請
・
申
込
、問
合
せ
先

「
ヤ
ミ
金
融
」
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事
業
団
体
間
の
共
同
行
動
・
合
同
研
修
の
一

環
と
し
て
、
労
金
・
全
労
済
の
新
任
運
営
委
員

を
対
象
と
し
た
合
同
研
修
会
が
11
月
２
日
、
松

本
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
両
団
体
の
新
任

運
営
委
員
を
は
じ
め
、
役
職
員
等
総
勢
１
０
２

名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
内
容
は
、
労
金
・
全
労
済
の
現
況
と
課

題
に
つ
い
て
報
告
が
さ
れ
、
続
い
て
県
労
福
協

か
ら
、「
生
活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
と
要
請
を
し
ま
し

た
。さ

ら
に
、
今
回
の
分
散
会
は
、
①
こ
れ
か
ら

の
時
代
、
勤
労
者
は
事
業
団
体
に
何
を
求
め
て

い
る
の
か
②
退
職
者
・
未
組
織
勤
労
者
に
労

金
・
全
労
済
は
ど
う
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
か
③

「
生
活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
の
具

体
化
に
む
け
て
、
の
３
項
目
に
絞
っ
て
論
議
・

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

分
散
会
で
出
た
主
な
意
見
は
、

①
で
は
、

＊
魅
力
あ
る
商
品
開
発
も
大
切
だ
が
、
組
合

の
役
割
も
重
要
で
あ
り
、
人
と
人
と
の
繋

が
り
が
大
切
で
あ
る
。

＊
事
業
団
体
が
頼
れ
る
組
織
で
あ
る
こ
と
を

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
る
べ
き
だ
。

＊
在
職
中
だ
け
で
な
く
、
退
職
後
も
安
心
で

き
る
内
容
を
知
ら
せ
て
い
く
必
要
あ
り
。

＊
各
種
制
度
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
わ
か
り
易

く
し
て
欲
し
い
。

＊
地
方
の
独
自
取
り
組
み
が
少
な
く
な
っ
た

の
で
、
独
自
取
り
組
み
を
大
切
に
し
て
欲

し
い
。

②
で
は
、

＊
退
職
後
は
相
談
窓
口
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
た
め
相
談
で
き
る
窓
口
が
ほ
し
い
。

＊
職
場
は
派
遣
や
契
約
社
員
が
増
え
て
い
る

の
で
、
そ
の
対
応
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

＊
未
組
織
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
互
助
会
・

共
済
会
と
協
力
し
て
認
知
度
を
高
め
る
必

要
あ
り
。

＊
全
労
済
の
シ
ョ
ッ
プ
や
新
聞
広
告
な
ど
を

活
用
し
た
ら
ど
う
か
。

③
で
は
、

＊
職
場
で
育
児
・
介
護
の
パ
ン
フ
を
配
布
し

た
ら
評
判
が
良
か
っ
た
。
良
い
資
料
が
あ

れ
ば
配
布
は
可
能
だ
。

＊
労
金
・
全
労
済
・
労
福
協
の
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
セ
ミ
ナ
ー
開
催
を
望

む
。

と
い
っ
た
率
直
な
ご
意
見
・
ご
要
望
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
一
方
、

＊
な
ぜ
労
金
・
全
労
済
の
こ
と
を
組
合
が
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
と
い
う

組
合
員
が
増
え
て
き
た
。

＊
組
合
員
に
労
金
・
全
労
済
が
浸
透
し
て
い

な
い
。

＊
労
福
協
が
何
を
や
っ
て
い
る
所
な
の
か
わ

か
ら
な
い
組
合
員
が
多
い
。

＊
「
生
活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」

に
つ
い
て
半
数
以
上
の
方
が
内
容
を
し
ら

な
い
の
で
、
も
っ
と
知
ら
せ
る
活
動
を
強

化
す
べ
き
で
あ
る
。

等
の
非
常
に
気
に
な
る
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た

の
で
、
今
後
、
対
応
・
対
策
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

●
保
障
に
関
す
る
ご
相
談

●
保
障
内
容
の
お
問
合
せ

●
新
規
、継
続
加
入
手
続
き

●
共
済
金
の
請
求
手
続
き

●
ご
契
約
の
変
更
手
続
き

　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
が
で
き
ま
す
。

長
野
店
、上
田
店
、松
本
店
、伊
那
店

　

平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
15
分

佐
久
店
、諏
訪
店
、飯
田
店

　

平
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
　

 

（
い
ず
れ
も
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

共
済
シ
ョ
ッ
プ
で
は

共
済
シ
ョ
ッ
プ
で
は

共
済
シ
ョ
ッ
プ
で
は

　

50
周
年
を
迎
え
た
全
労
済
は
、
２
０
０
７

年
11
月
12
日
㈪
に
県
内
７
ヶ
所
に
共
済

シ
ョ
ッ
プ
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

よ
り
地
域
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
４
支
所
へ
の
併

設
と
新
た
に
３
店
を
加
え
、
「
共
済
シ
ョ
ッ

プ
」
を
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
皆
さ
ま
と
対
話
を
重

ね
、
心
を
通
わ
せ
、
一
人
ひ
と
り
の
安
心
に

し
っ
か
り
寄
り
添
い
、
目
と
目
を
合
わ
せ
、

じ
っ
く
り
話
す
中
か
ら
、
本
当
の
安
心
が
生

ま
れ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
「
話
せ
る
全
労
済
」
に
ご
期
待
下
さ

い
。

オ
ー
プ
ン
！

オ
ー
プ
ン
！

オ
ー
プ
ン
！

オ
ー
プ
ン
！

オ
ー
プ
ン
！

営
業
時
間

共済ショップ名

共済ショップ　長野店

共済ショップ　上田店

共済ショップ　佐久店

共済ショップ　松本店

共済ショップ　諏訪店

共済ショップ　伊那店

共済ショップ　飯田店

TEL

026-232-6031

0268-22-6031

0267-66-3963

0263-47-6031

0266-28-6031

0265-76-6031

0265-52-6031

住　　　　　所

長野市立町978-2

上田市中央2-8-11　伊藤ビル1F

佐久市佐久平駅南15-8　公陽ビル1F

松本市島内3443-17

諏訪郡下諏訪町東赤砂4653-1　林ビル1F

上伊那郡南箕輪村神子柴8859-1

飯田市丸山町1-8-6　労働会館内



労
働
団
体
、
労
働
組
合
、
労
働
者
福
祉
事

業
団
体
が
主
催
す
る
「
税
務
セ
ミ
ナ
ー
」
に

講
師
（
労
働
基
金
が
委
嘱
し
た
税
理
士
）
を

派
遣
い
た
し
ま
す
。

派
遣
に
関
わ
る
費
用
（
講
師
料
・
交
通
費
）

は
労
働
基
金
が
負
担
い
た
し
ま
す
。

お
申
込
み
は
、
ろ
う
き
ん
本
支
店
、
全
労

済
県
本
部
・
支
所
、
県
労
福
協
・
地
区
労
福

協
、
県
生
協
連
加
盟
の
生
協
の
窓
口
へ
ご
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
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サラ金の借金が増えて仕事も手につかない。身に覚えが
ない架空請求を受けてしまった。
相続の問題でトラブルになっている。誰かに相談したい

けどなかなか話せない・・・。
そんな悩みや不安を解消するために、相談アドバイザーや
専門家が対応します。
どうしよう・・・でもわからない。そんな時はひとりで悩
まずに、まずご相談くさい。

労福協の
サラ金・多重債務・
自己破産・ヤミ金融・
訴訟・親権問題…等

弁護士

相続・贈与・不動産、
各種契約問題…等

司法書士

各種年金・健康保険・
雇用保険・労災保険…等

社会保険労務士
就職問題・職業紹介
求人・求職情報の提供
求職者（人材）の紹介･･･等

無料職業紹介

◎平日 10:00～16:00 相談アドバイザーが相談対応！
◎毎月第2土曜日 10:00～16:00 専門家による
相談対応！

※個人情報はもちろん厳守いたします。安心してご相談ください。

ƒ0120-39-6029お電話で
無料相談

相談はフリーダイアル さん きゅー ろ ー　　　　　　　ふ く

県労福協：連合長野・県労組会議・県労連・労働金庫・全労済・生協連・
住宅生協・労働基金・県勤労協・高齢退職者連合

住まいについて悩んでいませんか？ 住宅生協は組合員の出資で
設立された非営利団体です。

長野県労働者住宅生活協同組合 長野市県町523ろうきんビル7階／松本：松本市城西1-1-33恵比寿ビル2階
長野 TEL 026-234-0283　松本 TEL 0263-39-1710

そ
の

リ
フ
ォ
ー
ム

　

ち
ょ
っ
と

　
　

待
っ
た

○浴室・トイレが古い　○廊下が狭い
○最新設備が欲しい　などのお悩みをお持ちの方

こんなご時世、リフォームって聞くと
ちょっと不安になりますよね。
そんな時は非営利団体の生協組織の
長野県住宅生協にご相談下さい。

｢相談先がわからない｣｢業者は信頼できるか｣
｢費用は適正だろうか｣などの不安や
心配をしている皆様の要望に応える為
｢安心,安全,良質で低廉な事業提供｣を
モットーに実施しています

「
税
務
セ
ミ
ナ
ー
」
に
講
師

（
税
理
士
）
を
派
遣
し
ま
す

「税務セミナー」講師（長野県労働者福祉基金協会が委嘱した税理士）
氏　　　名

細井　　廣

吉越　秀樹

矢野　　実

篠原　政善

本郷　良一

宮下　崇志

木下　力夫

小田切　肇

井口　　章

両角美千代

ＴＥＬ

026-285-1687

0269-24-7130

0268-29-7557

0267-66-3388

0263-32-1414

0263-32-7566

0265-53-6494

0265-77-5130

0266-58-1660

0266-72-5060

事 務 所 所 在 地

〒381-2226 長野市川中島町今井1707

〒383-0053 中野市大字草間1860-4

〒386-0018 上田市常田3-12-3

〒385-0007 佐久市新子田1700-81

〒390-0811 松本市中央1-13-7

〒390-0874 松本市大手1-8-8

〒395-0811 飯田市松尾上溝3326-1

〒399-4431 伊那市西春近7413-2

〒392-0026 諏訪市大手1-19-8

〒391-0003 茅野市本町西1-40（柳沢公認会計士事務所内）



木
曽
地
区
労
福
協
は
、
連
合
地

域
協
議
会
・
地
区
労
組
会
議
・
労

働
金
庫
・
全
労
済
の
4
団
体
に
よ

り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
木
曽
地

区
に
お
け
る
勤
労
者
の
福
利
厚
生

の
増
進
を
目
指
し
て
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
幅
広
い
年
齢

層
を
参
集
で
き
る
行
事
の
計
画
に

頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。

今
回
の
役
員
会
に
お
い
て
、
将

来
予
定
さ
れ
て
い
る
南
信
ブ
ロ
ッ

ク
交
流
、
地
区
労
福
協
の
構
成
範

囲
の
拡
大
と
役
員
選
定
の
あ
り
か

た
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

地
区
労
福
協
は
歴
史
も
浅
く
、

暗
中
模
索
の
状
態
で
あ
り
、
現
行

の
役
員
会
だ
け
で
は
活
動
に
限
度

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
区
全
体
に

広
く
慕
っ
て
い
く
こ
と
を
視
野
に

入
れ
て
い
く
こ
と
を
認
識
し
ま
し

た
。6

月
8
日
（
金
）『
木
曽
地
区
労

福
協
第
5
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
』
を

木
曽
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い

て
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
木

曽
地
区
の
勤
労
者
の
み
な
ら
ず
、

第
一
線
を
退
い
た
O
B
も
招
い
て
、

ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
世
代
を
越
え
て

交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
広
大

な
自
然
の
中
で
日
頃
の
鬱
憤
を
白

球
に
こ
め
て
晴
ら
そ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

当
日
は
、
折
か
ら
の
梅
雨
模
様

で
し
た
が
、
好
天
に
恵
ま
れ
、
退

職
者
も
あ
わ
せ
10
組
39
名
の
参
加

が
あ
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
の
中
、
盛
大
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
区
労
福
協
結
成
以
前
か
ら
続

く
伝
統
あ
る
行
事
で
あ
り
、
退
職

者
の
み
な
さ
ん
も
毎
年
楽
し
み
に

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
く

予
定
で
す
。
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紅
葉
も
終
わ
り
を
告
げ
、
落
ち
葉
の
音
と
共
に

山
の
峰
々
が
白
く
な
り
始
め
、
い
よ
い
よ
冬
の
到

来
で
す
。

さ
て
、
10
月
の
「
虹
の
フ
ェ
ス
タ
」
11
月
の

「
上
伊
那
地
区
の
労
福
協
ま
つ
り
」
続
く
「
き
ん
ろ

う
フ
ェ
ス
タ
」
等
に
、
私
も
参
加
し
ま
し
た
。
ど

の
会
場
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
が
溢
れ
、

色
々
な
体
験
や
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
「
助
け
合
い
・

支
え
合
い
･
･
･
」
の
「
協
働
・
連
帯
」
の
絆
が

生
ま
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
の
ふ
れ
あ
い
ブ
ー
ス
を
出

展
し
た
人
、
多
く
の
一
般
来
場
者
･
･
･
、
人
そ

れ
ぞ
れ
に
、
様
々
な
催
し
も
の
に
出
会
い
な
が
ら
、

思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
る
事
で
し
ょ
う
。

「
袖
振
り
合
う
も
他
生
の
縁
」(

こ
と
わ
ざ
）
に

も
あ
り
ま
す
が
、
道
で
人
と
す
れ
違
い
、
袖
が
触

れ
合
う
よ
う
な
こ
と
で
も
、
そ
れ
は
多
か
れ
少
な

か
れ
「
縁
」「
出
会
い
」
で
あ
り
ま
す
。
人
の
「
縁
」

は
貴
重
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、「
出
会
い
は
大
切
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
そ

う
で
す
。

今
の
社
会
は
、
個
々
の
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
も
多
様
化
し
、
も
の
の
見
方
、
考
え
方
も

様
々
で
あ
り
ま
す
。
労
福
協
も
新
た
な
「
生
活
あ

ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
人
と
人
、
地
域
と
地
域
、
組
織
と
組
織
な

ど
お
互
い
を
認
め
つ
つ
、
尊
重
し
あ
い
、「
つ
な
が

り
合
い
」「
広
が
り
あ
う
」
丁
度
、
日
本
ア
ル
プ
ス

の
山
な
み
の
よ
う
に
、
ガ
ッ
チ
リ
と
ス
ク
ラ
ム
を

組
ん
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
裾
野
を
地
域
に
張
り
巡

ら
し
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

「
青
」

山
な
み

●
官
製
は
が
き
に
答
え
を
書
い

て
県
労
福
協
へ（
宛
先
は
表
紙

に
あ
り
ま
す
。）

●
労
福
協
の
機
関
誌
に
対
す
る

意
見
・
要
望
を
何
か
一
言
。

●
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

所
属
団
体
（
単
組
名
）
又
は

勤
務
先
を
忘
れ
ず
に
。

●
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

５
名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

（
千
円
分
）を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

●
締
切
り
　
12
月
31
日

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
応
募
方
法

当
選
者
（
5
名
・
敬
称
略
）

手
塚
　
友
幸
（
上
田
市
）

脇
田
　
　
警
（
木
曽
町
）

宮
島
　
孝
江
（
大
町
市
）

賀
野
　
　
稔
（
須
坂
市
）

萩
原
　
初
美
（
伊
那
市
）

地
区
労
福
協
か
ら
の
活
動
報
告

木
曽
地
区
労
福
協

木
曽
地
区
労
福
協

8左
に
並
ん
だ
二
枚
の
絵
を
見
比
べ
て
違
っ
て
い
る
箇
所
を

8
つ
探
し
て
下
さ
い
。

日
頃
使
わ
な
い
脳
へ
の
刺
激
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

1　　　2　　　3　　　4　　　5

A
 
 

B

 
 

C

 
 

D

前
回
の
正
解
は

木
曽
地
区
労
福
協
は
4
月
26
日
に
役
員
会
を
開
催
し
、
当
面
の
行

事
日
程
の
確
認
と
あ
わ
せ
て
、
今
後
の
地
区
労
福
協
の
あ
り
か
た
に

つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

地区労福協


